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【目標達成計画】
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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

１２ヶ月

　　　　　　　　　　　　事業所名　グループホームしあわせの里　　　　　　　　　　　 

１２ヶ月

①各担当者は、ここ数か
月間の排泄データーを基
に排泄パターンを分析す
る。
②分析結果を基に改善策
を検討する。

３ヵ月

外出の機会を多くした
い。

①災害発生時の災害計画
を立てる。
②災害発生時マニュアル
を作成する。
③災害発生時対応の研修
を開催する。

①運営推進会議と連携して
災害計画の青写真等を作成
する。
②各事業者の管理者で会議
を開き、災害計画の立案準
備を行う。
③災害発生時対応の研修を
開き、職員の災害への意識
の向上と知識を身に付け
る。

１２ヶ月

理念の理解を深め、その
理念はケアで実践できて
いるか。

①全職員が理念を理解す
る。
②その理念を念頭に置い
てケアを実践する。

①定例会議の場で理念の
読み合わせや理念の解釈
等の勉強会を行う。
②自分たちの理念が実際
ケアのどんなところに生
かされているのか勉強会
を開催する。

現状における
問題点、課題

日中の排泄ケアについ
て、適切なリハパン、
パット類が個人々で正し
く使用ができているか。

災害発生時の緊急対応が
まだ確立されていない。

地域との交流を深める。 ①地域で行われる行事や
祭りに参加する。

①2ヶ月に1回開催される
運営推進会議での情報を
もとに地域の行事に参加
する。
②敬老会や運動会など参
加可能な入居者様を職員
と共に参加してもらう。

２　　目　標　達　成　計　画

目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

①季節や天候のいい日に
は計画書なしでも外出し
たい。
②普段行けない場所に皆
で外出したい。

①シフト上の工夫を行い
職員数の多い日には、外
出を計画する。
②スタッフからの情報を
もとに、計画を立て、全
員が安全に外出できるよ
うスタッフ体制を考慮す
る。

６ヶ月

①一人一人の排泄パター
ンを把握する。
②データーを基に改善方
法を検討する。
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